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一
七
世
紀
末

l
一
八
世
紀
初
頭
の
ロ
シ
ヤ
|

1
い
わ
ゆ
る
「
ピ
ョ

I
ト

ル
時
代
」

1
1
1
は
、
政
治
的
に
は
絶
封
王
政
の
確
立
、
経
済
的
に
は
農
奴

制
的
な
、
す
で
に
部
分
的
に
蹴
か
い
し
つ
つ
あ
る
貴
族
H
地
主
経
済
の
支

配
お
よ
び
ぼ
っ
輿
し
つ
づ
あ
る
商
業
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
形
成
に
よ
っ
て

特
徴
づ
け
ら
ル

μ
。
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一
七
世
紀
末
の
ロ
シ
ヤ
経
済
に
は
、
地
主
的
H
農
奴
主
的
憶
制
の
完
全

な
支
配
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
枇
合
的
分
業
の
成
長
、
全
ロ
シ
ヤ
的
市
場
の

形
成
、
マ
ニ
ュ
フ
ア
ク
チ
ュ
ア
の
毅
生
、
商
品
流
通
・
貨
幣
経
済
の
殻
展

に
お
い
て
本
質
的
鑓
化
が
み
ら
れ
た
。
都
市
経
済
の
殻
展
と
支
配
的
な
貴

族
H
地
主
階
級
に
お
け
る
個
人
的
消
費
の
増
大
に
と
も
な
っ
て
、
地
主
は

ま
す
ま
す
多
く
の
貨
幣
を
必
要
と
し
た
。
彼
ら
は
、
賦
役
ま
た
は
貢
租
の

と
り
た
て
に
よ
っ
て
、
農
民
の
搾
取
を
強
化
し
た
。
農
村
経
済
は
、
基
本

ピ
a
1
ト
ル
一
世
の
経
済
政
策
に
つ
い
て

• 

的
に
は
、
現
物
経
済
で
あ
ヴ
た
が
、
ま
す
ま
す
一
商
品
経
済
に
ひ
き
こ
ま
れ

た
。
農
民
は
、
貨
幣
形
態
で
の
租
税
と
領
主
へ
の
賞
納
の
増
大
に
よ
っ
て
、

そ
の
収
穫
の
ヨ
リ
多
く
の
部
分
を
市
場
で
賞
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
b
h

た
。
こ
う
し
て
、
市
場
関
係
は
務
展
し
、
園
内
市
場
へ
の
商
人
の
定
着
を

う
な
が
し
、
そ
こ
に
お
け
る
一
商
業
資
本
の
役
割
は
た
か
ま
っ
た
が
、
同
時

に
、
そ
れ
は
ハ
農
奴
的
農
民
階
級
自
憶
の
う
ち
に
財
産
的
不
平
等
を
ひ
き

お
こ
し
、
農
村
で
生
産
物
を
買
入
れ
、
市
場
で
販
賀
す
る
商
賀
す
る
農
民

(
一
商
業
農
民
)
を
生
み
だ
し
た
。

し
か
し
、
ロ
シ
ヤ
の
経
済
は
、
営
時
の
西
欧
諸
闘
に
比
し
て
、
大
き
な

立
ち
お
く
れ
を
示
し
て
い
た
。
生
産
力
の
一
般
的
水
準
は
き
わ
め
て
ひ
く

く
、
都
市
の
手
工
業
も
、
農
村
の
家
内
工
業
も
、
さ
ら
に
大
規
模
な
荘
園

の
工
業
で
さ
え
も
、
増
大
し
つ
づ
あ
る
圏
内
問
施
要
、
外
園
貿
易
の
必
要
、

園
家
の
軍
事
的
必
要
を
み
た
し
え
な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
、
一
八
世
紀
初

頭
に
、
ロ
シ
ヤ
で
は
、
年
間
一
五
高
プ
l
ド
の
鋳
銭
が
生
産
さ
れ
た
が
、

こ
の
生
産
高
は
嘗
時
の
英
図
の
五
分
の
一
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
良
質
の
鍛

は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
か
ら
輸
入
さ
れ
、
そ
の
他
の
多
く
の
工
業
製
品
も
外
国

ハ
1
)

に
依
存
し
て
い
た
。

(

1
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日
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呂
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甲
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E
R
S
P
Z
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L
g
u
w
門
司
自
】

N
a
l
N
3・

ま
た
、
軍
事
は
弱
躍
で
、
奮
い
封
建
的
リ
貴
族
的
残
さ
を
残
し
て
お
り
、

海
軍
は
な
く
、
大
砲
を
つ
く
る
に
は
園
内
手
業
で
は
不
足
で
あ
っ
た
。

園
民
経
済
の
そ
の
他
の
分
野
に
お
い
て
も
、
勢
働
の
技
術
と
生
産
性
は

ひ
く
か
っ
た
。
農
業
と
同
様
に
都
市
手
工
業
お
よ
び
工
業
に
お
け
る
農
奴
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制
的
屋
迫
は
、
労
働
生
産
性
を
た
か
め
る
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
お
し
つ
ぶ

し
た
。
園
家
行
政
で
は
、
苛
枕
で
住
民
を
零
落
せ
し
め
た
役
人
や
官
隠
の

専
横
が
支
配
的
で
あ
り
、
財
政
は
、
ば
く
大
な
課
税
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

破
た
ん
に
ひ
ん
し
て
い
た
。

一
七
世
紀
に
お
け
る
ト
ル
コ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
お
よ
び
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

と
の
戦
い
は
、
文
化
、
経
済
、
軍
事
の
す
べ
て
の
面
で
の
ロ
シ
ヤ
の
一
般

的
後
進
性
を
明
ら
か
に
し
た
。
蛍
時
の
多
く
の
進
歩
的
な
人
々
(
た
と
え

ば
、
ゴ
リ
ツ
ィ

l
ン
切
・
「

E
E
E岡
山
オ
ル
ジ
ン

H
ナ
シ
チ
ョ

1
キ
ン
〉
・

旬

。

吉
r
E
s
Z
E
H
O岡
田
国
，
な
ど
)
は
、
こ
の
よ
う
な
ロ
シ
ヤ
の
後
進
性
が

園
家
の
存
立
に
と
っ
て
、
ま
た
支
配
階
級
|
|
地
主
に
と
っ
て
、
大
一
商
一
人

に
と
っ
て
、
重
大
な
危
機
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
た
。
一
八
世
紀
初
頭
の

成
長
し
つ
つ
あ
る
園
家
お
よ
び
「
全
ロ
シ
ヤ
的
市
場
」
の
利
盆
、
地
主
H

農
奴
主
階
級
と
新
興
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
利
盆
は
、
こ
の
後
進
性
か
ら
ぬ

け
で
る
こ
と
を
必
要
と
し
た
。
ピ
ョ

l
ト
ル
一
世
は
こ
の
よ
う
な
ロ
シ
ヤ

の
朕
態
を
明
白
に
理
解
し
、
彼
の
改
革
は
、
ロ
シ
ヤ
の
一
般
的
後
進
性
か

ら
ぬ
け
だ
す
と
い
う
課
題
と
結
び
つ
い
て
い
た
。

ピ
ョ

l
ト
ル
一
世
の
経
済
政
策
に
劃
す
る
評
債

こ
の
よ
う
な
枇
曾
的
H
経
済
的
基
盤
に
も
と
づ
い
て
お
こ
な
わ
れ
た
園

家
行
政
、
財
政
、
軍
事
、
経
済
、
文
化
の
あ
ら
ゆ
る
面
に
お
け
る
ピ
ョ

l

ト
ル
の
改
革
、
と
く
に
そ
の
経
済
政
策
の
性
格
に
つ
い
て
は
多
く
の
評
僚

が
あ
た
え
ら
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
ら
の
基
調
を
な
す
も
の
は
、
ピ
ョ

1
ト

ル
の
経
済
政
策
を
重
荷
主
義
的
な
も
の
で
あ
る
と
す
る
考
え
で
あ
る
。
だ

h、

が
、
ピ
ョ

1
ト
ル
の
経
済
政
策
を
重
商
主
義
的
政
策
と
す
る
こ
れ
ら
の
誇

債
に
は
、
大
き
く
わ
け
で
ご
う
の
傾
向
が
あ
る
。

そ
の
第
一
は
、
ピ
ョ

l
ト
ル
が
西
欧
の
重
商
主
義
を
模
倣
し
て
、
人
工

的
に
ロ
シ
ヤ
に
移
植
し
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
評
債
で
、
シ
ュ
リ
ツ
川
ヘ

グ
ェ
ル
ニ
ッ
ツ
(
「
・
口
々
旬
『
口
中
「
向
田
何
回
】
出
回
目
H
w
O
』
召
R
E
C
m
E
m
門司国巾刷出向。ー

「
C
H
O
却し国出口
4

・
回
白
出
印
問
。
図
。
富
田
』
m
n
R
O
出
口
O
己
目
叶
国
岡
田
旬
。
n
n
E
E
ヨ
口
市
℃
問
団
。
』

門
出
向
奈
川
円
安
。

3
ロO
同方向
WHH
・
切
-
〉
国
民
旬
。
回
向
田
口
可
山
、
富
国
岡
山
口

g
p
円口七

ES

E
S
C
回
目
巾
窓
口

2
宮
の
司
市
百
四
、
の
ロ

m-LgH)、
ポ
ゴ
ス
ロ
ア
ス
キ
ー
(
忌
・

問。向。ロ同
O
回門図盟国
w
o
q
h
H
h凶
円
吋
出
向
同
国
℃
四
争
。
℃
玄
白
コ
ヨ
j

同】白白
φ
両国問。『。、
H
甲
C
N
)
、

ミ
リ
ュ

1
コ
フ
(
コ
・
旨

5
8
5回、吋
C
口
言
白
田
吉
田
町

E
g
g
u出国
2
8
E
'

円
円
相
同
国
田
口
市
匂
図
。
田
宏
沼
田
何
回
】
吋
E
Mぐ
口
同
門
叶
。
民
三
国
国
民
唱
巾
4
c
℃
玄
白
コ
2
回出

町
E
E
R
O
B
の
忌
-
W
5
0
3、
ス
グ
ャ
ト
ロ
フ
え
キ
1

(
回
・
回
・
の
由
回
目
。
t

田口岡田
F
O
H布
図
回
目
。
国
内
同
O
同
】
国
民
国
。
旬
国
叶
毘
』
巾
円
安
)
国
印
刷
向
。
図
。
g
S
F
の
白
品
、

S
H
O
)
、
パ
プ
l
リ
ン

(
b玄
・
目
白
血
同
匂
E
M
F

。
よ
冊
目
】
問
出
口
。
閉
山
内
吋
。
日
)
出
恒
三
中

国
立
g

E
否
問
O
E
2
E
F
H甲
ω
唱
)
な
ど
が
こ
の
傾
向
を
代
表
し
て
い
る
。

た
と
え
ば
、

シ
ュ
リ
ツ
日
ヘ
グ
ェ
ル
一
一
ッ
ツ
に
よ
れ
ば
、
「
ピ
ョ

l
ト
ル
一
世
は
、
西

欧
思
想
、
と
く
に
プ
ロ
シ
ャ
の
重
商
主
義
に
よ
っ
て
育
成
さ
れ
」
、
彼
の

外
国
滞
在
は
彼
を
西
駄
の
政
治
思
想
的
信
奉
者
と
し
、
そ
れ
以
後
、
ピ
ョ

l
ト
ル
は
、
こ
れ
ら
に
な
ら
っ
て
自
己
の
政
治
を
お
こ
な
い
、
「
ほ
と
ん
ど

す
べ
て
の
西
欧
重
商
主
義
政
策
を
ロ
シ
ヤ
に
移
植
し
た
」
(
前
掲
書
九
て

一
九
八
、
二
四
九

l
二
五
一
頁
)
、

ポ
コ
ス
ロ
ア
ス
キ
ー
に
よ
れ
ば
、
「
一
八
世
紀
第
一
四
学
期
の
ロ
シ
ヤ
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に
は
、
西
欧
に
封
す
る
盲
目
的
、
機
械
的
、
無
意
識
的
模
倣
が
少
く
な
か

っ
た
。
そ
れ
は
、
小
供
が
大
人
を
、
あ
る
い
は
、
未
開
人
が
文
明
人
を
ま

ね
た
よ
う
な
無
意
識
的
な
も
の
で
あ
っ
た
;
:
:
」
(
前
掲
書
一
九
|
ニ

O

真)、ミ
リ
ュ
1
コ
フ
に
よ
れ
ば
、
ピ
ョ

l
ト
ル
の
経
済
政
策
の
基
本
原
理
は

「
重
商
主
義
の
原
理
」
で
あ
り
、
西
欧
か
ら
「
借
用
し
て
」
、
ロ
シ
ヤ
に

「
人
工
的
」
に
移
植
し
た
経
済
政
策
が
、
ピ
関
1
ト
ル
の
全
政
策
を
破
め

つ
に
導
い
た
の
で
あ
る
(
前
掲
書
三
九
三
1

一
二
九
八
頁
)
、

ス
グ
ャ
ト
ロ
ア
ス
キ
ー
に
よ
れ
ば
、
重
商
主
義
は
「
わ
が
国
に
自
然
に

後
遺
し
た
の
で
は
な
く
て
、
人
工
的
に
接
木
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
」
(
前

掲
書
一
一
六
頁
)
と
あ
る
。

こ
れ
に
謝
し
て
、
第
二
の
傾
向
は
、
ピ

E
1
ト
ル
の
経
済
政
策
を
重
商

主
義
的
政
策
と
規
定
じ
ヲ
ヲ
、
そ
の
人
工
的
・
借
物
的
性
格
を
否
定
し
て
、

一
七
世
紀
末
|
一
八
世
紀
初
頭
に
お
け
る
ロ
シ
ヤ
の
重
商
主
義
の
濁
自
性

を
主
張
す
る
も
の
で
、
こ
れ
に
は
、
ソ
ロ
グ
ィ
ヨ

l
フ
(
の
・
旨
・
の

S
O
F
a

m回
、
口
同
m
h
E国
立
刊
号
何
回
国
国
。
ロ
2
唱
何
回
宮
国
民
C
R
包

-L∞
芯
)
、
ク
ワ
ユ

チ
ェ
ア
ス
キ
ー
(
切
・

0
・田内』
5
占師団円岡田国
w

同
{
同
国
】
円
℃
日
三
日
円
問
。
出
回
日
。
匂
出
国
w

占
・
目
〈
"
の
。
ロ
印
刷
g
h
p
H
唱
u
J
、
リ
ャ
シ
チ
ェ
ン
コ
(
ロ
・
甲
山
・
包
囲
E
m
E
S
U

S
2
0吉
岡

E
旬。
h
g
B
H
C
M国
Bna白
の
の
の
目
J
H
r
国
首

-
d
L由
-LSN)、

ソ
号
フ
宙
-
E・
の
言
。
国
w

ロ
旬
。
包
宮
巨
混
同
国
白
出
口
自
国
語

E
2
4官
官
E

h

回目。
3
・
《
て
』
町
出
宮
押
印
自
国
円
同
国
旨
c
n吉
田
円
同
0
3
8
n
H
h省
内
叶
田
富
田

9
5

苫

E
4
n
E
a
s
y
田宮口・

H
N
ω
"

ロ
富
田
認
定
町
民
自
民
。
図
書
記
出

L
率
。
、

パ
1
シ
コ
フ
ハ
〉
・
甲
山
・
ロ
曲
目
胃
O
園
"ω
問。図。冨国岡山
m
n
R
同
冊
目
。
印
印
匂
巾
園
田
園
出

ピ
ョ

1
ト
ル
一
世
の
経
済
政
策
に
つ
い
て

出回】由民同窓口同
L

印刷向。出。冨恒例向四円同
C
出
口
O
白E
・
H
a

富
山
国
コ
2-vJ即日
-
E
2。
℃
国
国
℃
同
中

内
問
。
母
印
R
O
図
書

E
尽
き
国

z
z
g
F
吋
-
H
w

包

-
L
S師
、
円
弓
・

N

牢
1
2
3

が
あ
る
。

た
と
え
ば
、

ソ
ロ
グ
ィ
ヨ
1
フ
に
よ
れ
ば
、
「
こ
の
動
き
(
重
商
主
義
的
政
策
の
賞

施
)
は
、
非
常
に
自
然
で
、
か
っ
必
然
的
で
あ
っ
た
の
で
、
そ
こ
に
は
な

ん
ら
か
の
借
物
と
か
模
倣
と
か
い
う
こ
と
は
考
日
え
ら
れ
な
い
。
す
な
わ

ち
、
一
方
は
コ
ル
ペ
1
ル
の
フ
ラ
ン
ス
、
一
方
は
ピ

?
iト
ル
の
ロ
シ
ヤ

が
、
・
あ
た
た
ま
る
た
め
に
日
向
に
で
て
い
き
、
太
陽
の
あ
っ
さ
を
さ
け
る

た
め
に
日
か
げ
に
入
る
と
い
う
同
一
の
衝
動
に
よ
っ
て
、
各
々
の
二
人
の

人
物
に
よ
っ
て
、
一
方
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
、
一
方
は
ア
ジ
ア
に
お

い
て
同
時
に
行
動
し
た
の
で
あ
る
」
(
前
掲
書
二
二
頁
〉
、

ク
リ
ュ
チ
ェ
フ
ス
キ
?
に
よ
れ
ば
、
「
彼
(
ピ
ア
ー
ト
ル
)
が
西
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
を
知
っ
た
の
は
、
そ
こ
の
園
家
お
よ
び
園
民
経
済
の
な
か
に
重
商

主
義
が
支
配
し
て
い
た
時
で
あ
る
が
、
そ
の
根
本
思
想
は
、
周
知
の
よ
う

に
、
各
園
民
は
貧
窮
し
な
い
た
め
に
、
そ
の
必
要
と
す
る
す
べ
て
を
自
ら

生
産
し
て
外
図
雌
労
働
の
助
け
を
要
し
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

ま
た
宮
裕
に
な
る
た
め
に
は
、
で
き
る
だ
け
多
く
輪
出
し
、
で
き
る
だ
け

少
く
輸
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
あ
っ
た
。
観
察
に
よ

り
、
ま
た
濁
白
的
に
こ
の
よ
う
な
見
地
を
獲
得
し
た
ピ

a
l
ト
ル
は
、
自

問
幽
に
お
い
て
あ
ゆ
る
種
類
の
生
産
を
お
こ
な
う
た
め
に
努
力
し
た
」
(
前

掲
書
二
二
頁
)
、

リ
ャ
シ
チ
ェ
ン
コ
に
よ
れ
ば
、
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
お
よ
び
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経

ι 

一 一一
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済
を
研
究
し
た
ピ
ョ

1
ト
ル
は
、
営
時
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
支
配
的
で
あ
っ
た

重
商
主
義
の
経
済
政
策
の
潮
流
に
よ
く
通
じ
て
い
た
。
ピ
ョ

1
ト
ル
の
図

家
お
よ
び
改
革
活
動
の
経
済
的
・
財
政
的
賦
態
は
、
商
工
業
の
毅
展
、
生

産
力
の
向
上
の
た
め
の
政
策
を
賞
施
し
、
庚
範
に
強
制
的
手
段
を
利
用
す

る
こ
と
を
徐
儀
な
く
せ
し
め
た
。
だ
が
こ
の
こ
と
は
、
け

ιし
て
ピ
ョ

1

ト
ル
の
経
済
政
策
が
西
欧
の
借
物
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は

な
い
」
(
前
掲
書
三
五
六
頁
)
、

ソ
モ
プ
に
よ
れ
ば
、
「
ピ
冒
l
ト
ル
は
ロ
シ
ヤ
の
兵
燈
的
事
情
と
歴
史

的
課
題
と
を
理
解
し
た
。
ピ
ョ

1
ト
ル
の
重
商
主
義
は
、
濁
自
の
、
嘗
時

と
し
て
は
濁
創
的
な
現
象
だ
っ
た
」
(
前
掲
書
二
四
八
頁
)
と
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
ピ
ヲ
l
ト
ル
の
経
済
政
策
に
か
ん
す
る
許
僚
に
は
、
そ

れ
を
西
欧
の
重
商
主
義
の
模
倣
・
移
植
と
す
る
も
の
と
、
ロ
シ
ヤ
の
重
荷
、

主
義
は
ロ
シ
ヤ
の
一
位
曾
的
・
経
済
的
朕
態
に
よ
っ
て
う
な
が
さ
れ
た
濁
自

的
な
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
ピ
司

1
ト
ル
の
重
商
主
義
的
政
策
は

た
ん
な
る
西
欧
の
借
物
で
は
な
い
と
す
る
こ
っ
の
傾
向
が
あ
る
が
、
い
ず

れ
に
し
て
も
、
ピ
冒

1
ト
ル
の
経
済
政
策
を
重
商
主
義
的
政
策
と
し
て
規

定
す
る
貼
で
は
一
致
し
て
い
る
。

ス
ピ
リ
ド
ノ
ヴ
ァ
開
・
回
・
の
ロ
回
目
】
E
h
o
国内面白

に
よ
る
一
許
債

ピ
ョ
l
ト
ル
の
経
済
政
策
を
重
諸
主
義
的
と
規
定
す
る
従
来
の
多
く
の

設
に
封
し
て
、
こ
れ
を
批
判
す
る
動
き
が
あ
り
、
そ
の
一
つ
と
し
て
、
ス

ピ
リ
ド
ノ
ヴ
ァ
『
ピ
ョ

1
ト
ル
一
世
の
経
済
政
策
お
よ
び
経
済
観
』
(
開
・
2

~ 

回
・
の
司
国
噌

Z
M
o
s
s
-
ω
5
5
5志
向
問
白
出
司
宮
国

4
E
E
出
血
吉
田
O
冨
菌
汚

1

国
四
国
ω
『皆同
E

ロ
2
官
ア
円
。

2
2
5
5
B
O
S
U
N
)
が
あ
げ
ら
れ
る
。

(
1
〉
ス
ピ
リ
ド
ノ
グ
ア
と
は
遣
っ
た
角
度
か
ら
で
は
あ
る
が
同
じ
よ

う
に
ピ
冒

l
ト
ル
の
経
済
政
策
を
重
商
主
義
で
は
な
い
と
す
る
も
の

に
、
出
・
出
・

ωロB
S
F
H
M
2
R
5
0
の

g
巳

B仏
po
同
日
2
・

旬開口口四
O
同
河
口
白
血

gw
ド。国門戸。
P
H
8
0
が
あ
る
。
サ
ム
ナ
!
は
、

「ピ

?
1
ト
ル
の
経
済
政
策
は
遁
常
重
商
主
義
と
し
て
惑
べ
ら
れ
て

い
る
・
:
:
彼
が
富
を
圏
カ
の
手
段
と
考
え
、
金
銭
の
獲
得
、
高
率
の

検
入
税
、
間
幽
家
に
よ
る
貿
易
制
限
を
重
視
し
充
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、

こ
れ
ら
す
べ
て
四
つ
の
特
徴
は
、
常
時
の
ほ
と
ん
ど
の
西
欧
諸
園
の

理
論
お
よ
び
政
策
に
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
共
通
し
て
い
た
。
し
か

し
、
ピ
ョ

l
ト
ル
も
、
彼
の
忠
告
者
た
ち
も
、
コ
ル
ぺ

ILF
や
大
還

準
侯
の
燈
系
的
な
政
策
を
深
く
、
あ
る
い
は
組
織
的
に
ま
ね
た
の
で

は
な
か
っ
た
。
例
の
ご
と
く
、
彼
は
、
あ
れ
や
こ
れ
や
の
方
法
や
方

策
を
試
み
、
命
令
し
て
は
取
り
消
し
て
、
経
験
的
に
き
ま
ぐ
れ
に
活

動
し
、
経
済
の
教
浬
に
関
係
な
く
、
障
害
に
打
ち
か
ち
、
新
し
い
冒

険
に
着
手
す
る
た
め
に
、
い
か
な
る
手
段
で
も
講
じ
た
」
(
問
書
一

六
一
一
一
頁
〉
と
述
べ
て
、
ピ
ョ

l
ト
ル
の
経
済
政
策
は
重
商
主
義
と
呼

ぴ
う
る
よ
う
な
憧
系
的
な
政
策
で
は
な
い
と
し
て
い
る
が
、
そ
れ
以

上
に
問
題
を
展
開
し
て
い
な
い
。

ス
ピ
リ
ド
ノ
グ
ァ
は
、
こ
の
書
物
の
な
か
で
、
多
く
の
源
泉
資
料
に
も

と
づ
い
て
、
ピ
ョ

1
ト
ル
の
経
済
観
お
よ
び
経
済
政
策
を
工
業
、
商
業
、

農
業
、
財
政
の
そ
れ
ぞ
れ
の
面
か
ら
詳
細
に
述
べ
て
い
る
。
ス
ピ
リ
ド
ノ

402 
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グ
γ
の
基
本
的
な
考
え
は
、
ピ
ョ

1
ト
ル
の
経
済
観
お
よ
び
営
時
の
ロ
シ

ヤ
の
経
済
政
策
を
重
商
主
義
的
見
解
お
よ
び
政
策
と
規
定
し
て
は
な
ら
な

い
と
い
う
鮎
に
あ
る
。
ス
ピ
リ
ド
ノ
ヴ
ァ
は
、
こ
の
考
え
を
基
礎
づ
け
る

た
め
に
、

r
a
l
ト
ル
と
西
欧
重
商
主
義
者
と
の
見
解
の
類
似
鮎
、
相
違

鮎
を
あ
げ
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

ス
ピ
リ
ド
ノ
グ
ァ
に
よ
れ
ば
、
西
欧
重
商
主
義
者
の
中
心
的
な
課
題
は
、

「
貨
幣
の
獲
得
、
宮
と
貨
幣
(
金
・
銀
)
を
同
一
視
す
る
こ
と
L

、
「
資
本

家
階
級
へ
の
資
本
蓄
積
」
、
「
流
通
部
商
(
外
園
貿
易
)
を
富
(
貨
幣
)
を

つ
く
り
だ
す
唯
一
の
源
泉
と
す
る
こ
と
」
、
「
流
通
部
面
に
封
す
る
従
属
的

役
割
を
生
産
部
面
に
あ
た
え
る
こ
と
」
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
に
封
し
て
、

ピ
ョ

1
ト
ル
は
、
園
の
経
済
力
、
軍
事
力
の
強
化
、
生
産
部
面
の
全
面
的

護
展
を
主
要
な
課
題
と
し
て
お
り
、
「
い
つ
い
か
な
る
場
所
に
お
い
て
も
、

園
富
の
唯
一
の
形
態
が
貨
幣
|
|
金
・
銀
!
ー
で
あ
る
と
い
う
考
え
を
明

ら
か
に
し
な
か
っ
た
」
、
そ
し
て
、
農
業
お
よ
び
圏
内
商
業
の
護
展
を
重
視

し
て
、
外
園
貿
易
に
限
定
さ
れ
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
ピ
ョ

l
ト
ル
は
、

大
工
業
の
後
展
を
外
国
貿
易
の
課
題
に
従
属
せ
し
め
た
西
欧
重
商
主
義
者

と
異
な
っ
て
、
れ
れ
を
ロ
シ
ヤ
の
「
技
術
的
・
経
済
的
後
進
性
を
清
算
す

る
L

手
段
と
し
た
。

(

1

)

ス
ピ
リ
ド
ノ
ヴ
ァ
、
前
掲
書
、
二
ハ
頁
。

(
2
)

問
書
、
一
七
九
頁
。

ス
ピ
リ
ド
ノ
グ
ァ
は
、
ロ
シ
ヤ
と
西
欧
重
荷
主
義
の
経
済
政
策
の
一
般

的
類
似
鮎
と
し
て
、
第
一
に
、
経
済
生
活
へ
の
絶
裁
主
義
園
家
の
積
極
的

干
渉
、
強
制
、
保
護
お
よ
び
規
制
の
政
策
を
あ
げ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

ピ
ョ

l
L
F
ト
一
世
の
経
済
政
策
に
づ
い
て

コ
方
で
は
、
保
護
関
税
主
義
、
工
業
お
よ
び
商
業
の
奨
励
の
演
範
な
強

系
、
他
方
で
は
、
園
家
に
よ
る
強
制
、
規
制
お
よ
び
統
制
が
、
西
欧
重
商

主
義
者
に
と
っ
て
も
、
ロ
シ
ヤ
の
経
済
家
の
政
策
に
と
っ
て
も
同
様
に
特

徴
的
で
あ

7
た
o
」
さ
ら
に
、
第
二
の
類
似
黙
と
し
て
ブ
輪
出
超
過
の
達

成
、
貴
金
属
を
園
内
に
抑
制
す
る
方
策
を
あ
げ
て
い
辺
。

(
1
〉
問
書
、
一
八
頁
c

(
2
〉
問
書
、
二
二
九
|
三
ニ

O
頁。

し
か
し
、
ス
ピ
り
ド
ノ
ヴ
ァ
は
、
西
欧
重
商
主
義
者
と
ロ
シ
ヤ
の
経
済

思
想
家
・
活
動
家
と
が
、
こ
れ
ら
の
政
策
の
賞
施
に
よ
っ
て
追
求
し
た
目

的
お
よ
び
基
本
的
な
経
済
諸
問
題
に
封
す
る
見
解
が
異
な
っ
て
い
る
と
し

て
、
こ
れ
ら
の
類
似
貼
は
、
一
七
世
紀
末
|
一
八
世
紀
初
頭
の
ロ
シ
ヤ
の

経
済
政
策
と
西
欧
重
商
主
義
と
を
完
全
に
一
致
せ
し
め
る
に
は
不
充
分
で

あ
る
と
し
て
い
る
。

ス
ピ
リ
ド
ノ
ヴ
ァ
に
よ
れ
ば
、
ピ
ョ

l
ト
ル
お
よ
び
ピ
ョ

1
ト
ル
以
前

の
人
々
は
、
ロ
シ
ヤ
の
園
家
的
濁
立
を
維
持
す
る
保
件
と
し
て
、
園
家
の

政
治
・
経
済
髄
制
の
本
質
的
改
革
の
必
要
を
意
識
し
た
。
つ
ま
り
、
西
欧

諸
国
と
比
し
て
渥
れ
た
園
で
あ
っ
た
ロ
シ
ヤ
は
、
西
欧
諸
国
の
植
民
地
と

な
る
か
、
あ
る
い
は
こ
の
吠
態
か
ら
ぬ
け
で
る
た
め
に
現
放
を
改
革
す
る

か
の
い
ず
れ
か
を
撰
揮
す
る
必
要
に
せ
ま
ら
れ
た
の
で
札
列
。
し
た
が
っ

て
、
一
七
世
紀
末
|
一
八
世
紀
初
頭
の
ロ
シ
ヤ
の
経
済
的
・
政
治
的
設
展

の
濁
自
性

J
封
建
的
日
農
奴
制
の
支
配
、
外
園
貿
易
の
従
属
的
役
割
、

ピ
ヨ

1
ト
ル
時
代
の
紹
聞
な
き
戦
争
、
軍
隊
の
需
要
|
|
お
よ
び
園
の
経

済
的
濁
立
と
園
カ
を
保
護
す
る
水
準
に
ま
で
生
産
力
を
高
め
て
、
ロ
シ
ヤ

一一一→.~ぽ
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の
後
進
性
を
清
算
す
る
と
い
う
ロ
シ
ヤ
の
図
民
的
課
題
が
、
ロ
シ
ヤ
の
経

済
思
想
の
濁
自
性
、
ピ
ア
ー
ト
ル
の
経
済
観
お
よ
び
経
済
政
策
を
規
定
し

た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
ピ
ョ

I
ト
ル
お
よ
び
一
七
世
紀
末
l
一
八
世
紀

初
頭
の
経
済
思
想
に
「
重
荷
主
義
」
の
ら
く
印
を
押
し
つ
け
る
こ
と
は
、

彼
ら
の
濁
白
的
な
、
濁
創
的
な
政
策
お
よ
び
見
解
を
重
商
主
義
と
い
う
術

語
の
か
げ
に
失
わ
し
め
る
も
の
で
あ
り
、
ま
し
て
、
雨
者
の
目
的
と
課
題

が
栴
達
し
て
お
り
、
ま
た
工
業
、
農
業
、
貿
易
、
貨
幣
な
ど
の
役
割
と
意

義
が
異
な
っ
て
い
る
と
し
た
ら
、
ピ
ョ

1
ト
ル
に
重
商
主
義
者
の
名
稽
を

(

2

)

 

あ
た
え
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
か
?

(
1
)

同
書
、
一
九
頁
。

(
2
)

同
書
、
二
ニ

l
一
四
頁
。

以
上
が
ス
ピ
リ
ド
ノ
ヴ
ァ
に
よ
る
許
債
で
あ
る
が
、
ピ
ョ

1
ト
ル
の
経

済
観
お
よ
び
経
済
政
策
に
お
け
る
重
商
主
義
的
性
格
を
否
定
す
る
ス
ピ
リ

ド
ノ
グ
ァ
の
考
え
に
は
、
祖
封
主
義
と
重
商
主
義
の
関
連
お
よ
び
重
商
主

義
に
封
す
る
把
握
に
不
充
分
な
鮎
が
み
ら
れ
、
ヵ
1
フ
ェ
ン
ガ
ウ
ス
切
・

切
・
宍
白
令
角
川
田
辺
苫
も
こ
の
書
物
の
書
評
で
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の

分
折
は
、
ピ
ョ

1
ト
ル
の
経
済
観
お
よ
び
経
済
政
策
に
お
け
る
重
荷
主
義

的
性
格
を
否
定
し
た
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
ロ
シ
ヤ
に
お
け
る
重
荷

主
義
の
濁
自
性
を
詮
明
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
と
い
え
よ
う
。

(

1

)

切
・
切
・
民
国
e
m
田
町
内
山
一
司
炉
開
・
∞
の
口
出
℃
国
同
O
国O
回白

ω目。国
c
g
E
占mB

n
R
印刷出『岡高田、『回目白
E
U
R
O
図。富国占
m
n
R
剛山市田
ω
『
』
回
一
同
区
口
師
、
『
}
】
白
戸
《
切
。
.

ロ司口

E
s
g。司
E
5・
2
0・
H

N

S

巴
u
r
J
R℃・
H
N
ぃ・

よ

四

重
一
扇
一
主
義
的
性
格
に
つ
い
て

ス
ピ
リ
ド
ノ
グ
ァ
が
一
七
世
紀
末
l
一
八
世
紀
初
頭
の
ロ
シ
ヤ
に
お
け

る
重
一
商
主
義
を
否
定
す
る
と
い
う
あ
や
ま
っ
た
結
論
に
お
ち
い
っ
た
原
因

の
一
つ
は
、
組
制
到
主
義
と
重
商
主
義
と
の
関
連
に
つ
い
て
の
理
解
が
不
明

確
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。

紹
封
王
政
は
、
マ
ル
ク
ス
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
「
奮
い
封
建
的
身
分

が
波
落
し
、
中
世
の
市
民
身
分
が
近
代
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
階
級
に
成
長
し
た

が
、
な
お
闘
う
黛
汲
の
一
方
が
他
方
を
か
た
づ
け
て
し
ま
っ
て
い
な
い
よ

う
な
過
渡
期
に
あ
ら
わ
れ
(
与
も
の
で
た
る
二
八
世
紀
初
頭
の
ロ
シ
ヤ

園
家
は
、
ま
さ
に
マ
ル
ク
ス
め
い
う
過
渡
期
の
絶
封
王
政
で
あ
っ
た
。
一

八
世
紀
に
お
い
て
、
封
建
的

u
農
奴
制
的
絶
封
主
義
国
家
が
、
ブ
ル
ジ
ョ

ア
革
命
お
よ
び
ブ
ル
ジ
ョ
ア
園
家
の
形
成
に
よ
っ
て
お
わ
り
を
ワ
げ
た
西

欧
諸
国
と
異
な
ヮ
て
、
ロ
シ
ヤ
に
お
い
て
は
、
絶
封
王
政
は
、
一
八
世
紀

お
よ
び
一
九
世
紀
前
竿
に
お
い
て
も
、
封
建
的
日
農
奴
制
的
償
制
お
よ
び

貴
族
階
級
の
階
級
的
支
配
を
維
持
し
て
い
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ピ
ョ

l
ト
ル
の
改
革
と
結
び
つ
い
た
一
八
世
紀
初
頭
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的

諸
関
係
、
商
業
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
形
成
お
よ
び
資
本
主
義
的
諸
闘
係
の

前
提
の
重
要
な
モ
メ
ン
ト
で
あ
り
、
一
八
世
紀
初
頭
の
ロ
シ
ヤ
に
お
け
る

こ
の
過
程
は
、
西
欧
諸
園
の
過
程
と
き
わ
め
て
類
似
し
て
お
り
、
こ
の
紹

封
主
義
的
ロ
シ
ヤ
と
絶
封
主
義
的
西
欧
諸
園
と
の
殺
展
の
経
済
的
依
件
の

類
似
が
、
国
家
の
経
済
政
策
の
縮
減
、
階
級
的
、
経
燐
的
、
イ
デ
オ
ロ
ギ

ー
的
類
似
を
よ
び
起
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
西
欧
に
お
け
る
と
同
様
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に
、
ロ
シ
ヤ
に
お
い
て
も
、
絶
封
主
義
的
権
力
は
、
そ
の
殺
生
に
お
い
て
、

ま
た
そ
の
初
期
に
お
い
て
、
一
商
工
業
の
設
展
、
と
く
に
新
し
い
プ
ル
ジ
ヨ

ア
ジ

l
の
稜
展
に
協
力
し
た
。
こ
こ
に
、
ロ
シ
ヤ
に
お
け
る
紹
封
壬
政
と

重
商
主
義
と
の
不
可
分
の
結
び
つ
き
、
つ
ま
り
絶
封
王
政
の
政
策
と
し
て

の
重
荷
主
義
を
と
ら
え
る
こ
と
が
で

i
h
p

(

1

)

宍
・
玄
岳
民
門
出
@
・

ω国
『

2
F円
、
の
。
占
ニ
司
〈

U
2
-
u
N巳
・
邦
諜
滴

改
造
枇
板
金
集
、
第
三
巻
、
一
一
一
七
一
一
一
頁
。

(

2

)

リ
ヤ
シ
チ
ェ
ン
コ
、
前
掲
書
、
一
ニ
五
四

1
一一一五五一員リ

(

3

)

重
商
主
義
を
絶
品
割
王
政
の
経
梼
政
策
と
す
る
考
え
に
封
し
て
、

白
杉
庄
一
郎
氏
は
、
「
重
商
主
義
は
愛
生
的
に
は
絶
叫
到
王
政
と
不
可

分
の
閥
係
を
も
っ
て
い
る
が
、
そ
の
場
合
に
も
重
商
主
義
の
本
質
を

単
に
絶
叫
到
王
政
的
事
例
主
義
に
お
い
て
と
ら
え
る
の
は
問
題
で
あ

る
」
'
と
し
て
、
こ
の
規
定
は
、
「
コ
ル
ベ
ル
テ
ィ
ス
ム
と
呼
ば
れ
る

フ
ラ
ン
ス
の
重
商
主
義
に
つ
い
て
は
、
安
震
で
あ
ろ
う
が
、
オ
ラ
ン

@
ダ
お
よ
び
な
か
ん
づ
く
イ
ギ
リ
ス
の
そ
れ
に
は
適
合
し
な
い
」
と
し

て
い
る
(
白
杉
庄
一
郎
『
近
世
西
洋
経
済
史
研
究
序
説
』
、
一
九
五

O

年
、
九
六
九
七
頁
)
。
ロ
シ
ヤ
の
重
商
主
義
は
、
フ
ラ
ン
ス
と
同

様
に
、
絶
品
到
王
政
の
経
済
政
策
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

つ
ぎ
に
、
ス
ピ
リ
ド
ノ
ヴ
ァ
に
よ
る
重
商
主
義
の
理
解
が
不
充
分
で
あ

る
貼
が
指
摘
さ
れ
う
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
ス
ピ
リ
ド
ノ
グ
ァ
は
、

西
欧
重
荷
主
義
者
が
貨
幣
と
宮
と
を
同
一
視
し
、
生
産
部
面
に
従
属
的
役

割
を
あ
た
え
た
の
に
封
し
て
、
ピ
ョ

I
ト
ル
は
貨
幣
を
園
富
の
唯
一
の
形

態
と
せ
ず
、
生
産
面
の
全
面
的
稜
展
を
そ
の
課
題
と
し
て
雨
者
の
相
遣
を

ピ
ョ
!
ト
ル
一
世
の
経
済
政
策
に
つ
い
て

強
調
し
て
い
る
。
だ
が
、
ス
ピ
リ
ド
ノ
ヴ
ァ
に
よ
?
で
と
ら
え
ら
れ
た
重

荷
主
義
は
、
初
期
の
重
荷
主
義
、
つ
ま
り
重
金
政
策
(
貨
幣
差
額
政
策
)

と
し
て
の
重
商
主
義
政
策
で
あ
っ
た
。

重
荷
主
義
の
初
期
の
段
階
、
つ
ま
り
重
金
政
策
(
貨
幣
差
額
政
策
J

に

お
い
て
は
、
す
べ
て
の
問
題
を
貨
幣
の
流
入
に
婦
し
、
金
銀
の
流
入
を
助

長
し
、
流
出
を
防
止
す
る
特
殊
な
外
園
貿
易
政
策
を
賓
施
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
貨
幣
の
流
入
を
保
障
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
し
た
Q

し
か
し
、

重
商
主
義
の
ヨ
リ
殺
展
し
た
段
階
1

1
貿
易
差
額
政
策
ー
ー
に
お
い
て

は
、
貨
幣
の
輸
出
を
自
由
に
し
つ
つ
、
し
か
も
外
国
貿
易
の
一
般
的
統
制

に
よ
っ
て
貿
易
を
自
国
に
有
利
な
ら
し
め
、
輸
出
の
輸
入
に
封
す
る
差
額

を
正
貨
で
流
入
せ
し
め
よ
う
と
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
貿
易
差
額
政
策
は
、

た
ん
に
外
園
貿
易
政
策
に
と
ど
ま
ら
ず
、
輸
出
す
る
商
品
を
生
産
し
、
輸

入
商
品
を
生
産
し
て
輸
入
も
減
少
せ
し
め
る
た
め
の
圏
内
産
業
の
保
護
育

成
を
要
求
し
た
。
こ
う
し
て
、
設
展
せ
る
重
商
主
義
、
つ
ま
り
貿
易
差
額

政
策
は
、
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
の
成
長
・
普
及
を
う
な
が
し
、
商
品
流

通
だ
け
で
な
く
一
商
品
生
産
の
稜
展
を
も
要
求
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
た
め

に
、
園
家
の
積
極
的
干
渉
、
新
興
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
利
益
の
た
め
の
保

護
・
育
成
政
策
が
と
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
こ
の
鮎
で
、
ピ
ョ

l

ト
ル
と
西
欧
重
商
主
義
と
直
別
す
る
の
は
あ
や
ま
り
で
あ
ろ
う
。

た
し
か
に
、
ピ
ョ

l
ト
ル
の
多
面
的
な
経
済
活
動
の
す
べ
て
を
貨
幣
の

流
入
へ
の
配
慮
と
考
え
、
こ
の
配
慮
を
彼
の
改
革
の
原
動
力
と
み
な
す
こ

と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
た
と
え
園
へ
の
貨
幣
の
流
入
が
ピ
ョ

1
ト
ル

の
経
済
活
動
の
原
動
力
で
な
い
と
し
て
も
、
こ
れ
が
彼
の
経
済
政
策
に
お

ノ一 一
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い
て
重
要
な
役
割
を
は
た
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、

戦
争
の
遂
行
は
多
額
の
貨
幣
を
必
要
と
し
、
貨
幣
の
存
在
は
ピ
ョ

l
ト
ル

に
よ
っ
て
賞
施
せ
ら
れ
た
す
べ
て
の
改
革
の
重
要
な
候
件
で
あ
っ
た
か
ら

で
あ
る
。
ピ
ョ

1
ト
ル
の
経
済
改
革
は
多
額
の
貨
幣
を
要
求
し
た
が
、
そ

れ
ら
の
改
革
は
、
貨
幣
を
維
持
し
、
貨
幣
の
流
入
を
保
詮
す
る
手
段
と
な

っ
た
。
貨
幣
の
流
入
に
封
す
る
ピ
ョ

1
ト
ル
の
諸
政
策
の
大
き
な
意
義
を

過
小
評
債
す
べ
き
で
は
な
い
。
ま
し
て
、
こ
の
鮎
で
ピ
ョ
l
ト
ル
と
ク
ロ

ム
ウ
エ
ル
、
コ
ル
ベ

1
J
V
そ
の
他
の
西
歌
重
商
主
義
者
を
封
立
せ
し
め

る
こ
と
は
嘗
を
得
て
い
な
い
。

(

1

)

パ

l
シ
コ
フ
、
前
掲
書
、
=
一
一
四
頁
。

貨
幣
の
流
入
の
た
め
に
ピ
ョ
ー
ト
ル
の
用
い
た
多
く
の
政
策

i
lた
と

え
ば
、
、
商
品
輸
出
の
績
大
、
保
護
関
税
、
輸
出
超
過
の
達
成
、
マ
ニ
ュ
フ

ア
ク
チ
ュ
ア
お
よ
び
大
工
業
の
保
護
育
成
i

|
は
、
重
商
主
義
に
共
通
し

た
政
策
で
あ
る
。
ス
ピ
リ
ド
ノ
ヴ
ァ
は
、
こ
れ
ら
の
類
似
が
ピ
ョ

1
ト
ル

と
西
欧
重
荷
主
義
者
と
を
一
致
せ
し
め
る
に
は
充
分
で
な
く
、
ま
た
基
本

的
な
も
の
で
な
い
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
政
策
こ
そ
が
後
展
せ
る

重
商
主
義
、
つ
ま
り
貿
易
差
額
政
策
を
特
徴
づ
け
る
政
策
で
か
記
。

(
1
)

こ
の
こ
と
か
ら
、
ピ
ョ

l
ト
ル
の
経
済
政
策
を
、
愛
展
せ
る
重

商
主
義
、
つ
ま
り
貿
易
差
額
政
策
で
あ
る
と
規
定
す
る
の
は
問
題
で

あ
る
。
重
商
主
義
は
、
歴
史
的
に
は
、
重
金
政
策
か
ら
貿
易
差
額
政

策
に
措
置
展
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
二
つ
の
段
階
を
明
確
に
区
分
す

る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
は
、
こ

の
恒
分
は
は
っ
き
・
り
し
て
お
り
、
必
じ
め
支
配
的
で
あ
っ
た
重
金
政

主~

策
が
貿
易
差
額
政
策
に
か
わ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
、
貿
易

差
額
政
策
は
貨
幣
(
金
銀
)
輸
出
の
禁
止
政
策
の
綴
止
を
意
味
し

た
。
し
か
し
、
ロ
シ
ヤ
の
場
合
(
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
誇
闘
に
お
い

て
も
そ
う
で
あ
る
が
て
重
金
政
策
か
ら
貿
易
差
額
政
策
へ
の
後
展

は
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
よ
う
に
明
確
に
区
分
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ピ
ョ

!
ト
ル
に
あ
っ
て
は
、
外
図
貿
易
の
褒
展
、
輪
出
超
過
貿
易
の
保
詮
、

マ
ニ
ュ
フ
ア
ク
チ
ュ
ア
お
よ
び
大
工
業
の
愛
展
は
、
貨
幣
お
よ
び
貴

金
属
の
流
出
の
禁
止
と
結
合
し
て
い
る
。
ポ
ク
ロ
ア
ス
キ
ー
は
、
ピ

ョ
l
ト
ル
時
代
は
重
商
主
義
の
二
つ
の
段
階
を
経
過
し
た
と
逮
べ
て

い
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
初
期
の
段
階
は
、
圏
内
務
の
統
一
を
は
か
り
、

外
園
口
聞
の
験
入
に
重
税
を
課
し
、
賞
金
属
の
検
出
を
禁
止
し
、
そ
の

総
入
を
無
税
と
し
た
一
六
大
七
年
の
新
貿
易
法
令
(
オ
ル
ジ
ン
日
ナ

シ
チ
ョ
!
キ
ン
が
提
議
し
た
)
に
み
い
だ
さ
れ
、
愛
展
し
た
段
階

(
ポ
ク
ロ
ア
ス
キ
ー
は
こ
の
段
階
を
コ
ル
ペ
ル
テ
ィ
ス
ム
と
呼
ん
で

い
る
)
は
、
ポ
ソ
シ
コ
フ
エ
・
叶
・
口
。

8
巨
問
。
回
の
思
想
に
み
ら
れ

る
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
二
つ
の
段
階
の
区
分
に
ず
い
て
は
明
ら
か

に
し
て
い
な
い
。
(
ヨ
・
コ
・
コ
O
R
旬
。
国
内
岡
田
戸
同
】
】
百
円
悶
白
抽
出
向
、
『
O
℃出国

内
毎
巾
E
S
E
E
H
田
宮
室
町
民
ョ
・
4
・
ロ
の
。
ロ
回
目
「
E
P
旨

J
3
8
W
2℃・

H
A
V
M
l
i
N
C
C・
)

さ
ら
に
、
ス
ピ
リ
ド
ノ
グ
ァ
は
、
重
商
主
義
を
な
に
か
せ
ま
い
、
固
定

的
な
も
の
と
考
え
、
重
商
主
義
と
い
う
術
語
の
な
か
に
一
七
世
紀
末
!
一

八
世
紀
初
頭
の
ロ
シ
ヤ
経
済
お
よ
び
ピ

?
i
ト
ル
の
政
策
の
濁
自
性
が
失

わ
れ
る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
重
荷
一
主
義
は
、
あ
る
特
定
の
闘
に
特
有
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な
も
の
で
な
く
、
経
済
毅
展
の
一
定
の
段
胤
に
お
い
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

す
べ
て
の
園
(
ロ
シ
ヤ
に
も
)
に
存
在
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
重
商
主
義

は
各
園
の
枇
曾
・
経
済
的
保
件
に
よ
っ
て
異
な
っ
た
形
態
を
と
り
、
ま
っ

た
く
河
、
一
の
重
商
主
義
政
策
が
お
こ
な
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
え
な

い
。
た
と
え
ば
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
は
、
重
商
主
義
政
策
は
農
奴
制
の

存
在
な
し
に
賓
施
さ
れ
た
の
に
謝
し
て
、
ロ
シ
ヤ
に
お
い
て
は
、
農
奴
制

の
存
在
の
も
と
に
賞
施
さ
れ
た
こ
と
お
よ
び
ロ
シ
ヤ
の
一
般
的
後
進
性
の

問
題
な
ど
が
ロ
シ
ヤ
に
お
け
る
重
商
主
義
政
策
を
規
定
し
た
の
で
あ
る
。

だ
か
ら
、
こ
こ
で
の
問
題
は
、
一
七
世
紀
末
|
一
八
世
紀
初
頭
の
ロ
シ
ヤ

経
済
の
濁
自
性
が
重
商
主
義
の
存
在
を
否
定
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く

て
、
重
商
主
義
の
一
円
J

の
形
態
と
し
て
の
ロ
シ
ヤ
の
重
商
主
義
の
濁
自
性

を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
貼
に
あ
る
。

(

1

)

こ
れ
に
づ
い
て
リ
ヤ
シ
チ
ェ
ン
コ
は
遮
べ
て
い
る
、
「
霊
前
主

義
の
鐙
系
は
、
経
済
的
商
で
は
、
単
一
の
図
民
市
場
の
形
成
、
か
な

り
の
程
度
の
一
位
曾
的
分
業
、
ヱ
業
お
よ
び
手
工
業
の
溌
展
、
商
品
取

119 

ピ
ョ

l
ト
ル
一
世
の
経
済
政
策
に
つ
い
て

引
、
貨
幣
流
通
の
珠
盟
国
出
、
す
な
わ
ち
、
結
局
封
建
的

u
農
奴
制
的
諮

踊
係
に
か
わ
る
資
本
主
義
的
諸
関
係
の
鵡
芽
的
形
態
の
後
出
肢
を
前
提

と
じ
た
。
一
位
舎
的
商
で
は
、
新
し
い
時
代
は
、
新
し
い
一
位
曾
的
諮
階

級
ー
ー
そ
の
様
カ
が
費
族
階
級
に
属
し
て
い
た
図
家
に
お
い
て
自
己

の
地
位
を
獲
得
し
た
商
業
・
金
融
・
産
業
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
ー
ー
の

費
生
と
強
化
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
新

し
い
諸
階
級
は
、
す
み
や
か
な
、
完
全
な
政
治
的
支
配
に
到
達
す
る

た
め
の
充
分
な
政
治
的
・
経
済
的
カ
を
ま
だ
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。

だ
か
ら
、
商
業
お
よ
び
工
業
の
愛
展
の
政
策
を
貸
施
す
る
決
定
的
な

カ
は
、
プ
ル
ジ
回
ア
ジ

l
自
慢
で
は
な
く
、
工
業
お
よ
び
内
外
商
業

の
育
成
と
、
貸
借
貯
流
活
お
よ
び
図
の
1

包
囲
民
経
済
の
強
化
を
め
ざ
し

た
岡
家
の
行
政
政
策
の
燈
系
を
と
も
な
う
中
央
集
槙
的
図
家
様
カ
で

あ
る
」
(
リ
ヤ
シ
チ
且
ン
コ
、
前
掲
書
、
=
一
五
至
頁
)
。
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